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100号記念にあたって

　
平
成
元
年
五
月
の
創
刊
以
来
、
記
念
と
な
る
１
０
０
号
の

発
行
を
迎
え
る
に
あ
た
り
一
言
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
は
、
直
接
選
挙
に
よ
り
住
民
の
信
任
を
受
け
た
議
員

で
構
成
さ
れ
、
町
の
意
思
を
決
定
（
議
決
）
す
る
意
思
決
定

機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関
を
監
視
・
評
価
す
る
機

関
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
地
方
自
治
制
度
に
お
け
る

二
元
代
表
制
に
お
い
て
、
執
行
機
関
と
議
会
と
は
「
車
の
両

輪
」
に
例
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
運
命
共
同
体
と
も

云
う
べ
き
存
在
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
広
く
住
民
の
意
見
や
要
望
を
把
握
し
、
そ
の
審
議
の
場

に
多
様
な
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
審
議
の
過
程
に
お
い

て
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
、
課
題
や
論
点
を
明
ら
か
に
し

な
が
ら
合
意
形
成
の
う
え
政
策
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
現
在
の
議
会
制
民
主
主
義
を
、よ
り
時
代
に
合
っ

た
形
に
成
熟
さ
せ
る
た
め
、
「
開
か
れ
た
議
会
」
「
自
立
し
た

議
会
」「
効
率
的
な
議
会
」
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
と
云
わ
れ

て
い
る
難
し
い
時
代
の
中
で
、
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」

の
充
実
に
努
め
ら
れ
、
よ
り
親
し
み
を
も
た
れ
る
機
関
紙
と

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
と
の
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
を

築
く
架
け
橋
と
な
り
、
し
い
て
は
、
地
方
自
治
の
原
点
で
あ

り
ま
す
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と
を
節
に
願

い
ま
し
て
、
議
会
だ
よ
り
の
記
念
特
集
の
発
行
に
よ
せ
て
の

お
祝
い
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
標
津
町
の
議
会
だ
よ
り
は
昭
和
42
年
５
月
15
日
第

１
号
が
発
行
さ
れ
、
昭
和
53
年
６
月
15
日
第
38
号
を
最

後
に
発
行
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
11
年
ぶ
り
に
平
成
元

年
５
月
25
日
創
刊
号
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
て
25
年
間
、

年
４
回
、
記
念
す
べ
き
第
100
号
目
の
発
刊
を
迎
え
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
叱
咤
激
励
や
貴
重
な
ご
意
見
並

び
に
議
会
報
告
会
へ
の
参
加
な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

過
去
の
議
会
だ
よ
り
を
読
み
返
し
て
み
ま
す
と
当
時

か
ら
一
貫
し
て
、
議
会
傍
聴
の
案
内
や
町
民
の
意
見
を

紙
上
に
載
せ
る
な
ど
、
町
民
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
大
き
く
変
わ

っ
た
の
は
平
成
９
年
４
月
発
行
の
33
号
よ
り
Ｂ
５
判
か

ら
Ａ
４
判
へ
と
大
型
化
、
平
成
12
年
５
月
発
行
の
45
号

か
ら
紙
面
の
カ
ラ
ー
化
が
実
現
、
必
要
に
応
じ
て
ペ
ー

ジ
数
を
増
や
す
な
ど
、
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広

報
紙
づ
く
り
が
進
ん
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

紙
面
に
お
い
て
も
、
常
に
議
会
の
動
き
や
取
り
組
み

が
皆
さ
ま
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
編
集
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
議
員
の
ほ
う
か
ら
町
民
の
中
に
飛
び

込
み
、
皆
さ
ま
の
声
を
聞
き
議
論
を
重
ね
、
議
会
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
期
待
願
い
ま

す
。

中
標
津
町
長

　
　
　
小

　
林

　
　
　
実

中
標
津
町
議
会
議
長

　
　
　
萬

　
　
　
和

　
男

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

議
会
だ
よ
り
１
０
０
号

　
　
　
　
記
念
特
集
の
発
行
に
よ
せ
て

初代 役場庁舎 ２代目 役場庁舎
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12月補正額12月補正額

条例の制定、一部改正等条例の制定、一部改正等

◇一般会計補正予算
　5,546 万 4 千円を減額し、133 億 9,260 万 9 千円となりました。
　・議会費　議員報酬等　573 万 4 千円の減額
　・消防費　根室北部消防事務組合負担金　1,818 万 5 千円の減額
　・職員費　職員給与費　4,603 万 3 千円の減額
　・地熱開発理解促進関連事業　　115 万 4 千円
　　　地域住民への地熱開発に対する理解を促進し、地熱資源の開発を目的とする。
　・再生可能エネルギー等導入推進事業　（25年度分）328 万円　総額 5,149 万円
　　　中標津町交流センターの非常用電源として、公共施設の省エネ促進を図るため
　　　自立・分散型エネルギーシステムの導入を行う。太陽光発電・蓄電設備。

◇国民健康保険事業特別会計補正予算
　4,171 万 8 千円を追加し、29 億 6,366 万 6 千円となりました。
　・後期高齢者支援金等　4,113 万 6 千円の増額

◇後期高齢者医療特別会計補正予算
　33 万 3 千円を減額し、2億 2,393 万 8 千円となりました。

◇介護保険事業特別会計補正予算
　656 万 3 千円を減額し、14 億 3,172 万 9 千円となりました。

◇町営牧場特別会計補正予算
　53 万 4 千円を減額し、6,746 万 5 千円となりました。

◇下水道事業特別会計補正予算
　466 万 3 千円を追加し、11 億 5,085 万 4 千円となりました。

◇簡易水道事業特別会計補正予算
　49 万 1 千円を減額し、4億 4,550 万 6 千円となりました。

◇水道事業会計補正予算
　収益的支出を 629 万 2 千円減額し、4億 972 万 9 千円となりました。
　資本的支出を 22 万 6 千円増額し、2億 6,588 万 2 千円となりました。

◇町立中標津病院事業会計補正予算
　収益的支出を 1億 3,569 万 9 千円減額し、42 億 4,584 万円となりました。
　資本的支出を 481 万 5 千円減額し、4億 9,528 万 5 千円となりました。

◆中標津町税外収入徴収条例等の一部を改正する条例制定
　各種使用料等のうち、地方税法と同率の延滞金等を規定している条例について、延滞金率
　の引下げを規定するものです。

◆中標津町立学校設置条例の一部を改正する条例制定
　閉校の学校の削除と計根別学園小学部・中学部に校名変更、小学部の位置の変更。

◆中標津町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例制定
　現状、複数年度にわたる契約（車両・複写機等）でも単年度契約としていたが、今後は、
　契約締結時の消費税率が適用、毎年の契約事務が簡素化される（５年以内）。

12月定例会で決まりました12月定例会で決まりました
平成25年12月９日から13日まで開催し、議決した主な内容をお知らせします。

定 例 会
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（1）　

北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
対

策
根
室
管
内
市
・
町
連
絡
協
議

会
と
し
て
、
９
月
24
日
、
衆
議

院
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
が
北
方
領
土
視
察
の
際
、

地
域
の
振
興
を
含
め
た
予
算
確

保
を
は
じ
め
、
人
的
交
流
に
限

ら
な
い
経
済
交
流
を
含
め
た
新

た
な
交
流
形
態
に
つ
い
て
要
請

し
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
に
は
、
公
明
党
議
員

団
来
根
の
際
、
医
療
・
教
育
・

文
化
の
相
互
利
用
及
び
広
域
観

光
ル
ー
ト
の
設
定
な
ど
要
請
し

ま
し
た
。

　
　

12
月
１
日
に
は
、
北
方
領
土

返
還
要
求
中
央
ア
ピ
ー
ル
行
動

を
都
心
部
で
街
頭
Ｐ
Ｒ
行
進
を

行
い
、
領
土
問
題
早
期
解
決
、

隣
接
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

推
進
な
ど
に
関
す
る
要
請
を
し

ま
し
た
。

（2）　

中
標
津
空
港
利
用
促
進
期
成

会
と
し
て
、
12
月
３
日
Ａ
Ｎ
Ａ

本
社
に
対
し
、
東
京
線
の
中
型

機
を
10
月
ま
で
延
長
、
札
幌
線

に
お
け
る
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
中

間
便
の
大
型
化
、
教
育
旅
行
の

誘
致
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

（3）　

北
海
道
町
村
立
高
等
学
校
自

治
体
連
絡
協
議
会
と
し
て
、
自

民
党
過
疎
対
策
特
別
委
員
会

に
、
自
主
財
源
で
賄
っ
て
い
る

高
校
の
校
舎
・
運
動
場
等
の
整

備
に
係
る
、
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
に
お
け
る
対
象

事
業
化
、
地
方
交
付
税
で
の
財

源
措
置
の
拡
充
に
つ
い
て
要
請

し
ま
し
た
。

（4）　

11
月
10
日
、
自
民
党
北
海
道

第
七
選
挙
区
支
部
、
根
室
管
内

移
動
政
調
会
に
お
い
て
、
救
急

患
者
の
搬
送
等
人
命
に
か
か
わ

る
地
域
高
規
格
道
路
釧
路
中
標

　

津
道
路
の
早
期
整
備
、
中
標
津

空
港
の
整
備
、
公
的
医
師
派
遣

制
度
の
確
立
な
ど
要
請
し
ま
し

た
。

　

現
金
で
５
件
、
340
万
円
。

　

物
品
で
２
件
の
善
意
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
祭
は
、
総
合
文
化
会

館
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
二
会
場
で

「
芸
能
発
表
会
・
合
同
華
展
・
お

茶
会
・
総
合
展
覧
会
」
な
ど
日
頃

の
成
果
を
披
露
し
、
ほ
か
に
は
、

「
し
る
べ
っ
と
ま
つ
り
・
書
道
公

募
展
・
美
術
展
」
を
文
化
祭
関
連

事
業
と
し
て
開
催
。

計
根
別
地
区
で
は
、「
食
の
祭
典

・
新
そ
ば
祭
り
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
発
表
会
」な
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
第
58
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
中
標
津
東
小
学
校
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
部
が
出
場
し
、
銀

賞
獲
得
、「
第
80
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
」
に
丸
山
小
学
校
合
唱
部

と
中
標
津
小
学
校
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
合

唱
部
が
合
同
で
出
場
し
、
銀
賞
獲

得
、「
２
０
１
３
北
海
道
知
事
杯

争
奪
Ｋ
Ｂ
秋
季
野
球
大
会
」
に
広

陵
中
学
校
野
球
部
７
名
と
、
中
標

津
中
学
校
野
球
部
４
名
が
根
室
選

抜
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
、
準
優

勝
獲
得
。

「
第
10
回
北
海
道
軟
式
野
球
選

抜
選
手
権
大
会
」
に
中
標
津
中
学

校
野
球
部
が
ベ
ス
ト
４
の
成
績
、

「
第
18
回
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校

秋
季
野
球
大
会
」
で
広
陵
中
学
校

野
球
部
が
３
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

「
第
29
回
北
海
道
高
等
学
校
新

人
陸
上
競
技
大
会
」
に
農
業
高
校

二
年
生
女
子
が
ハ
ン
マ
ー
投
で
４

位
入
賞
、「
全
国
高
校
生
み
ん
な

DE
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
東
日
本

地
区
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て

農
業
高
校
生
が
２
名
出
場
、
エ
ゾ

シ
カ
肉
の
有
効
活
用
と
し
て
「
シ

カ
肉
ジ
ャ
ー
キ
ー
」
を
研
究
開
発

し
、
優
良
賞
に
入
賞
。

「
第
１
回
食
と
農
林
漁
業
の
食

育
優
良
活
動
表
彰
」
で
農
業
高
校

は「
消
費
・
安
全
局
長
賞
」を
受
賞
。

一
般
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

一
、
要
望
等
に
つ
い
て

一般行政・教育行政報告

二
、
寄
贈
金
品
に
つ
い
て

三
、
各
賞
受
賞

二
、
各
種
大
会
等
の
出
場
結
果

一
、
芸
術
文
化
振
興
事
業

中標津空港

中標津町交流センター
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西２条橋

　12月定例会では６人の議員
が８問の質問をしました。
　理事者からそれぞれ答弁が
ありましたので要約して掲載
いたします。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

西
２
条
橋
は
40
年
以
上
経
過
し

車
両
の
通
行
が
非
常
に
危
険
と
判

断
を
し
て
、
11
月
６
日
よ
り
車
両

の
通
行
を
全
面
禁
止
に
し
ま
し
た
。

近
隣
の
住
民
だ
け
で
は
な
く
多

く
の
住
民
が
い
つ
も
の
習
慣
で
橋

の
前
ま
で
行
き
、
迂
回
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
不
便
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
も
そ
の
通
行
止
め
は
、
架

け
替
え
工
事
の
見
通
し
が
全
く

立
っ
て
い
な
い
状
況
で
、
い
つ
か

ら
通
行
で
き

る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

地
域
住
民

は
、
架
け
替

え
の
早
期
着

工
を
求
め
町

内
会
の
有
志

ら
が
中
心
に

な
り
署
名
活

動
を
行
い
、
４
７
９
２
名
の
要
望

署
名
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た

が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対

処
す
る
の
で
す
か
。

今
回
の
工
事
に
対
し
住
民
の
個

人
的
な
意
見
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
惑
わ
さ
れ
る
と
、

今
後
の
街
中
の
工
事
が
進
行
し
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

署
名
活
動
に
つ
い
て
は
重
く
受

け
止
め
、
早
期
の
着
工
に
向
け
て

検
討
、
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
心
労
が
生
じ
る
」
と
す

る
住
民
の
方
は
代
理
人
弁
護
士
を

た
て
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
議
を

行
い
、
何
ら
か
の
合
意
が
で
き
る

よ
う
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
街
中
の
全
て
の
工
事
に

影
響
が
無
い
よ
う
に
、付
近
住
民
・

町
内
会
等
に
対
し
て
説
明
責
任
を

十
分
果
た
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

国
民
の
活
字
離
れ
が
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
な
か
、
最
近

多
く
の
人
に
来
館
し
て
も
ら
お
う

と
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
図
書
館

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ア
イ
デ
ア
の
一
つ
に
、
近

年
企
業
・
団
体
ま
た
は
個
人
が
図

書
館
の
所
蔵
す
る
雑
誌
の
購
入
代

金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
負
担

し
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
ス
ポ
ン

サ
ー
名
の
掲
示
や
広
告
の
掲
載
を

行
う
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」

が
あ
り
、
導
入
す
る
自
治
体
が
全

国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
雑
誌
の
購
入
費

を
ス
ポ
ン
サ
ー
に
負
担
し
て
も
ら

い
、
代
わ
り
に
雑
誌
最
新
号
の
カ

バ
ー
表
面
に
そ
の
ス
ポ
ン
サ
ー

名
、
裏
面
に
広
告
を
載
せ
た
り
す

る
仕
組
み
が
一
般
的
で
す
。

図
書
購
入
費
の
新
た
な
財
源
の

確
保
を
し
つ
つ
、
地
元
企
業
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
有
効
な
施
策
で
あ

り
、
当
町
で
も
実
施
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

こ
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

は
、
平
成
20
年
岐
南
町
が
発
祥
の

地
で
、
全
国
で
導
入
す
る
自
治
体

が
出
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

の
図
書
館
で
は
、
利
用
者
数
や
企

業
が
少
な
い
こ
と
か
ら
参
加
者
の

減
少
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
経

費
の
削
減
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
地
域
貢

献
の
場
を
つ
く
り
、
官
民
一
体
で

運
営
す
る
機
会
と
捉
え
必
要
経
費

や
協
賛
の
有
無
に
つ
い
て
前
向
き

に
調
査
研
究
し
ま
す
。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

前
向
き
に
検
討
し
ま
す

　

教　

育　

長

西
２
条
橋
の
通
行
止
め
及
び
架
け
替
え
工
事

早
期
着
工
に
努
力
し
ま
す

　

町　
　
　

長

吉
田 

貫
一 

議
員

質

問

質

問

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

町政を問う
ここが聞きたい

一般質問

水
石 

幸
衛 

議
員
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町政を問う
ここが聞きたい

一般質問

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

中
標
津
の
情
報
を
町
外
に
発
信

す
る
方
法
と
し
て
、
移
住
促
進
、

札
幌
・
東
京
中
標
津
会
、
川
崎
市

と
の
交
流
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
も
情

報
発
信
の
手
段
と
す
べ
き
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。

こ
れ
は
地
方
自
治
体
に
寄
付
す

る
こ
と
で
、
制
限
は
あ
る
が
寄
付

額
の
ほ
ぼ
全
額
が
控
除
さ
れ
る
制

度
で
あ
り
、
一
定
以
上
の
金
額
の

寄
付
の
場
合
に
特
典
を
設
け
て
い

る
市
町
村
が
多
く
あ
り
ま
す
。

最
近
、
特
典
品
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
サ
イ
ト
を
構
成
し
、
特
典

目
当
て
の
寄
付
が
増
え
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
が
、
管
内
で
は

標
津
町
が
特
典
を
用
意
し
て
お
り
、

当
町
で
は
特
典
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
町
外
へ
の
情
報
発
信
の

有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
考

え
、
特
典
を
設
け
る
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
創
設
か
ら

５
年
を
経
過
し
、
総
務
省
調
査
が

あ
り
、
市
町
村
区
で
は
寄
付
金
税

額
控
除
に
つ
い
て
92
％
が
妥
当
、

52
％
が
寄
付
金
が
増
え
、
44
％
が

住
民
以
外
の
方
の
関
心
が
高
ま
っ

た
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
制
度
が
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答
も
47
％

で
課
題
が
あ
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
産
品
を
送
る
こ
と
に
つ
い
て

は
自
治
体
の
55
％
が
Ｐ
Ｒ
効
果
が

大
き
く
肯
定
的
で
す
が
、
24
％
が

制
度
の
趣
旨
に
反
し
問
題
が
あ

り
、
規
制
す
べ
き
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

本
町
で
は
礼
状
と
町
紹
介
Ｄ
Ｖ

Ｄ
及
び
最
新
の
広
報
を
送
っ
て
い

ま
す
。
特
産
品
の
送
付
は
し
ま
せ

ん
が
、
町
へ
の
応
援
の
制
度
で
す

の
で
、
広
報
の
一
年
間
送
付
に
よ

り
今
の
中
標
津
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
や
感
謝
の
意
を
ど
う
表
す

か
考
え
て
い
き
ま
す
。

平
成
11
年
施
行
の
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
で
は
男
女
の
性
別

に
よ
る
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
受

け
な
い
こ
と
、
男
女
が
個
人
と
し

て
の
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
職
員

の
海
外
派
遣
研
修
も
25
回
に
な
り

ま
す
が
、
今
ま
で
女
性
職
員
の
参

加
が
一
人
も
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
ク
リ
ア

し
て
参
加
で
き
る
、
サ
ポ
ー
ト
や

配
慮
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
に
能
力
向
上
の
機
会
が
少

な
い
理
由
と
し
て
、
21
年
度
内
閣

府
の
意
識
調
査
で
は
そ
う
い
う
組

織
風
土
が
あ
る
と
い
う
考
え
が

66
％
も
あ
り
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
基
本
法
が
で
き

て
か
ら
14
年
も
経
つ
の
で
す
か

ら
、
職
員
の
総
合
的
行
政
能
力
の

向
上
と
国
際
的
視
野
と
見
識
を
持

つ
人
材
育
成
を
進
め
女
性
職
員
に

も
部
長
職
（
一
般
職
）
へ
の
登
用

を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
研
修
が
必

要
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
国
の
成
長
戦
略
に
お
い

て
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
指
導

的
地
位
に
女
性
が
30
％
程
度
に
な

る
目
標
達
成
に
向
け
、
ま
ず
公
務

員
に
女
性
の
採
用
・
登
用
の
推
進

や
男
女
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
に
率
先
し
て
取
り
組
む
と
し

て
い
ま
す
。

海
外
研
修
に
お
い
て
は
、
男
女

差
別
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
て

の
職
員
が
平
等
に
受
講
で
き
る
よ

う
職
場
内
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
女
性
職
員

の
派
遣
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加

が
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
優
秀

な
人
材
は
男
女
問
わ
ず
登
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

男
女
を
問
わ
ず
優
秀
な
人
材
を

育
成
登
用
し
て
行
き
た
い

　

町　
　
　

長

中
標
津
の
情
報
発
信

感
謝
の
意
を
ど
う
表
す
か

考
え
て
い
き
ま
す

　

町　
　
　

長

佐
藤 

武
志 

議
員

質

問

質

問

町
長
答
弁

町
長
答
弁 端　

 

裕
子 

議
員
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北
海
道
が
こ
の
秋
か
ら
取
り
組

み
始
め
た
「
イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ
」

よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
、
あ
な
た
の
心
に
そ
っ
て
ふ
れ

ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
ア
イ

ヌ
語
を
ハ
ワ
イ
の
「
ア
ロ
ハ
」
と

同
じ
用
い
方
を
す
る
事
に
よ
っ
て

北
海
道
の
存
立
の
意
義
と
観
光
の

振
興
を
図
ろ
う
と
い
う
運
動
は
、

そ
の
根
底
に
哲
学
者
梅
原
猛
氏
の

説
く
日
本
人
の
精
神
を
基
層
を
成

す
、
縄
文
の
心
を
現
代
人
に
自
覚

さ
せ
、
も
っ
て
地
球
社
会
の
未
来

を
拓
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

当
町
は
中
標
津
神
社
チ
ャ
シ
を

有
し
、
多
く
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
も

住
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

北
海
道
に
運
営
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
空
港
も
あ
り
、
主
体
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
達
に
も
ア
イ
ヌ
文

化
を
語
り
継
ぐ
き
っ
か
け
と
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

広
域
観
光
地
で
あ
る
北
海
道
に

お
い
て
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

も
っ
て
お
客
様
を
お
も
て
な
し
す

る
と
い
う
意
味
で
「
イ
ラ
ン
カ
ラ

プ
テ
」
運
動
は
意
義
深
い
と
感
じ

て
お
り
、
北
海
道
や
近
隣
の
自
治

体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
考
え

ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
学
校
の
授
業

を
と
お
し
て
各
時
代
の
人
々
の
暮

ら
し
や
文
化
を
学
ば
せ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
ア
イ
ヌ
文
化
も
含
ま

れ
て
、
一
方
で
昨
年
度
か
ら
編
さ

ん
作
業
を
進
め
て
き
た
社
会
科
副

読
本
『
私
た
ち
の
町
な
か
し
べ

つ
』
の
中
で
は
根
室
地
方
の
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
生
活
や
和
人
と
の
関

わ
り
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
今
後

も
様
々
な
学
習
機
会
を
創
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

他
の
２
点
の
一
般
質
問
概
要

◇
景
観
形
成
へ
の
積
極
的
な
取
り

　

組
み

（
質
問
）　

昨
今
の
市
街
地
の
建
築

景
観
は
以
前
の
よ
う
な
自
然
な
合

意
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
。
せ
め
て

景
観
指
針
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）　

第
６
期
の
後
期
の
早
い

時
期
に
対
応
し
ま
す
。

◇
き
れ
い
な
町
に
す
る
条
例
の
強
化

（
質
問
）　

き
れ
い
な
町
に
す
る
条

例
に
お
け
る
ポ
イ
捨
て
対
策
で
罰

則
を
入
れ
て
強
化
す
べ
き
で
は
。

（
答
弁
）　

更
に
啓
発
を
強
め
て
対

応
し
ま
す
。

質

問

町
長
答
弁

町政を問う
ここが聞きたい

一般質問

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

２
期
目
へ
の
抱
負
と
、
具
体
的

な
目
標
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。
次

の
３
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た

だ
き
た
い
。

１
、
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
委

員
会
制
度
に
つ
い
て
の
答
申
案

２
、
道
教
委
の
全
国
学
力
テ
ス
ト

全
国
平
均
以
上
目
標

３
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
学
校
別
結

果
公
表
の
是
非

子
ど
も
た
ち
に
は
自
然
と
と
も

に
心
豊
か
で
大
か
ら
に
、
ま
っ
す

ぐ
に
成
長
し
て
ほ
し
く
、
大
人
の

温
か
い
ま
な
ざ
し
が
大
切
で
す
。    

基
礎
学
力
の
定
着
（
計
根
別
の

小
中
一
貫
教
育
は
一
つ
の
柱
）
と

生
涯
学
習
（
少
年
団
・
ス
ポ
ー
ツ
・

郷
土
学
習
等
）
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
、
現
在
の
教
育
委
員
会
制
度
で

は
責
任
者
が
教
育
長
な
の
か
教

育
委
員
長
な
の
か
合
議
制
の
教

育
委
員
会
な
の
か
責
任
の
所
在

が
不
明
瞭
、
危
機
管
理
能
力
が

不
足
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、
改

革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

２
、
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
に

よ
っ
て
学
力
に
大
き
な
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
目
標

は
必
要
だ
が
、
学
校
間
の
序
列

化
や
過
度
の
競
争
な
ど
弊
害
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
家
庭
学

習
時
間
の
確
保
、
教
員
の
教
科

指
導
力
・
学
級
経
営
力
、
学
習

規
律
の
徹
底
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

３
、
学
力
テ
ス
ト
本
来
の
目
的
は

学
習
到
達
度
を
測
り
、
指
導
に

役
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
学
校

の
順
位
付
け
に
な
ら
な
い
配
慮

が
必
要
で
す
。

　
　

現
時
点
で
は
各
学
校
の
平
均

正
答
率
を
一
括
し
て
公
表
す
る

こ
と
は
無
意
味
と
考
え
て
い
ま

す
。

教
育
長
２
期
目
へ
の
抱
負

基
礎
学
力
の
定
着
と
生
涯
学
習
の
充
実
に

取
り
組
み
ま
す

　

教　

育　

長

イ
ラ
ン
カ
ラ
プ
テ（
よ
う
こ
そ
、こ
ん
に
ち
は
）

の
普
及

北
海
道
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
定
着
す
る
こ
と
を
願
い

連
携
し
た
取
り
組
み
を
考
え
ま
す

　

町　
　
　

長

松
村 

康
弘 

議
員

質

問

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

瀬
波 

秀
人 

議
員
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議
員
一
人
ひ
と
り
の
声･

顔
が
み
え
ず
ら
い
と
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、
今
回
一
部
で
す
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

載
せ
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

議
員
一
人
ひ
と
り
の
声･

顔
が
み
え
ず
ら
い
と
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、
今
回
一
部
で
す
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

載
せ
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

“中標津村”誕生から現在まで

議会だよりの歴史議会だよりの歴史
“中標津村”誕生から現在まで

～昭和21年７月１日標津村から分村～

昭和21年　101万1千円

昭和24年　1,606万6千円

昭和25年　4,477万8千円

昭和26年　6,637万円

昭和27年　6,100万円

昭和31年　5,632万円

昭和32年　7,510万円

昭和33年　9,800万円

昭和34年　1億1,757万8千円

昭和35年　1億2,041万6千円

昭和36年　1億5,160万円

昭和37年　2億1,250万円

昭和38年　3億650万円

昭和39年　2億8,700万円

昭和40年　3億1,200万円

昭和41年　3億6,700万円

昭和42年　5億300万円

昭和23年６月　亀子卓議長以下17名の議員総辞職。

昭和24年10月　計根別中学校に移動議会をもって招集。

昭和25年１月　町制施行される。当時の中標津村の現

　　　　　　　況表では、戸数 2,112 戸、人口 11,370

　　　　　　　人で町としての要件に関する道条例は

人口5,000人以上、中心街地域戸数700

戸以上となっており、町としての要件

は具備していた。

昭和29年３月　役場庁舎の新築議決となる。

昭和30年４月　別海村豊岡、協和部落が中標津町に編

入。

昭和32年１月　臨時議会で町有財産条例制定を議決す

る。

昭和33年３月　中標津小学校をブロック造り２階建で

建築を議決する。

昭和33年９月　中標津町議会事務局設置される。

昭和34年７月　中標津農協合理化澱粉工場建設敷地売

却問題で表決の結果、賛成多数により

売却を決める。

昭和35年12月　警察署誘致について、請願、陳情の結

果道議会において中標津町に新設する

ことに採択された。

昭和37年５月　会計年度制度の改革要望書を内閣総理

大臣他に提出。

昭和38年12月　中標津消防庁舎建設問題にからんで第

一分団員総辞職。

昭和40年６月　中標津町町民憲章が制定される。

○「地方自治 ｣とは
　戦前と戦後では相当違っている。戦前のものは、
中央集権が強く、自主性とか、自律性と言う点では
自治の名にはほど遠いものであったが、戦後におけ
る地方自治は、自主財源の賦与、個有事務の拡大等
従来のヨーロッパ式のものから、アメリカ方式によ
る住民自治の徹底を図ったものとなり、国との関係
でも、思い切った地方分権が行なわれ、町村長、議
会の権限が大巾に強められ、市町村は、基礎的地方
公共団体として、地方自治の中核体としての地位が
与えられた。
○「委員会制度」とは
　議会には、法律 (地方自治法 )で定められた委員
会制度があります。
　この制度は、昭和22年に制定されました地方自治
法によって、始めて生れた制度です。
　戦前の町村制時代にはなかった制度であります。
　委員会は二種類の委員会から成りたって、常任と、
特別委員会に分かれ、いずれも町の条例でおくこと
ができるようになっています。
　中標津町の場合、総務、文教厚生、産業、建設の
四常任委員会を設けており、議員は何れかの委員会
に所属し、任期は二ヶ年となっております。
　また、特別委員会は議会が必要と認めた場合に設
けられ、現在、｢中標津病院建設特別委員会 ｣と「郵
便物日曜配達休止請願審査特別委員会 ｣の二種が設
けられ、この問題が解決しますと解散となります。

年度別の当初予算総額

昭和の主な出来事 解説・新しい地方自治
（昭和42年当時の原稿を

そのまま掲載しています）

8

②
任
期
中
の
活
動
、
政
策
、
抱
負

①
座
右
の
銘

瀬

波

秀

人

１
期

少
欲
知
足
、感
謝
、助
け
合
い

　

少
し
歳
く
っ
て
る
け
ど
新
人
と
し
て
、
清
く
？
貧

し
い
！
労
働
者
（
朝
４
時
か
ら
牧
場
勤
め
）
と
し
て
、

議
会
に
新
風
を
吹
き
込
む
。

　

若
い
人
、
女
性
、
そ
し
て
大
多
数
の
ふ
つ
う
の
生

活
者
の
中
か
ら
議
員
が
出
て
く
る
よ
う
、
出
て
こ
れ

る
よ
う
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
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議会だよりの歴史議会だよりの歴史
平成元年10月　中標津小学校校舎完成。

　　　　　　　シルバースポーツセンター・あずま公住が

着工し近代的な公共施設の完成を町民と共

に心待ちしていた。

平成４年10月　温水プールオープン。当時の水泳選手鈴木

大地がオープニングセレモニーに参加。

平成５年２月　武道館オープン。

平成５年７月　中標津⇔東京　中型ジェット機就航。

平成６年９月　中標津町交流センター完成（計根別）

　　　　10月　東方沖地震マグニチュード 8.1、被害総額

95億円。

平成７年５月　開町50年、空港開港30年。

　　　　７月　総合文化会館オープン。

平成８年４月　中標津高等養護学校開校。

平成８年12月　中標津警察署交番開所。

平成９年４月　議会だより33号からＡ４サイズとなる。

平成10年12月　新町立中標津病院完成。

平成11年９月　青少年のいのちを守る住民大会。

平成12年５月　議会だより45号からカラー版となる。

平成13年８月　議会だより50号発刊。

平成15年４月　総合福祉センターオープン。

平成15年12月　中標津中学校校舎完成。

　　　　　　　運動公園・スピードスケート場等完成で元

オリンピック選手三宮恵利子さんらによる

記念滑走。

平成17年３月　議員定数24名から18名に条例改正（平成20

年の選挙から実施）

中標津町議会だよりは昭和42年から始ま

り昭和53年６月15日、第38号で一度発行が

途切れてしまいました。

当時は、議会事務局が主体で発行してい

たそうですが、平成元年５月から、議員主

体で行うべきいうことから、議会広報特別

委員会を設置し議員の手作りで町民の皆様

への関心を高めていただこうと年４回発行

することにしました。

引き続き39号にしようかとの意見もあっ

たようですが、元号も変わった年でしたの

で平成元年創刊号として始まり、今回で第

100 号となりました。

過去の記事を見ていきますと、平成２年

には公職選挙法改正され、議員への寄付行

為、年賀状等の挨拶状、花輪・香典、祝儀

など罰則を持って禁止されたこと、３月の

定例会が防風雪のため通行止めになり議員

12名しか出席できず（当時の議員定数は26

名）定足数に達せず延会になったこともあ

ったようです。

また、町民の声を載せていた時もありま

した。

平成４年には中標津町立病院問題「総合

病院化」病院整備調査特別委員会を設置し

何度も審議を繰り返し、平成６年に病院建

設特別委員会に名称を変更され、建設へ向

けての審議を行った結果などが掲載されて

いました。

創刊号からの歩み 平成の主な出来事

9

② ①

上

原

房

子

１
期

為
せ
ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も

　

女
性
の
目
線
で
、
の
び
の
び
子
育
て
支
援
と
福

祉
の
充
実
、
障
が
い
者
支
援
、
高
齢
者
が
楽
し
く

暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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議会改革特別委員会

第
１
回
　
３
月
21
日

最
初
の
会
議
と
い
う
こ
と
で
委
員
全
員
に
改
革
に

対
す
る
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

● 

選
挙
運
動
の
あ
り
か
た
、
倫
理
条
例
の
見
直
し
、

議
場
傍
聴
者
へ
の
資
料
配
布
。

● 

災
害
等
の
危
機
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
、
福
祉
灯
油

の
再
開
。

● 
予
算
委
員
会
を
議
場
で
一
括
審
議
。

● 
議
会
報
告
会
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
、
議
会
だ
よ

り
の
記
事
内
容
の
検
討
。

● 

全
員
協
議
会
を
充
実
し
、
議
員
間
の
討
論
を
活
発

に
、
議
員
個
々
の
資
質
を
高
め
る
手
だ
て
を
考
え

る
。

● 

町
民
団
体
と
の
議
論
の
場
を
委
員
会
ご
と
に
多
く

設
定
す
る
。

● 

会
派
制
、政
務
活
動
費
、通
年
議
会
の
調
査
・
研
究
。

◇
改
革
委
員
会
の
今
後
の
進
め
方

● 

議
員
、
町
民
へ
の
意
識
調
査
。

● 

平
成
20
年
に
行
っ
た
議
会
改
革
の
検
証
。

● 

議
員
定
数
の
問
題
を
自
ら
考
え
る
。

● 

分
科
会
を
設
置(

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
策
定
委
員
会

　

・
議
員
定
数
検
討
委
員
会
）

第
２
回
　
５
月
24
日

 

・
分
科
会
で
の
検
討
報
告

（
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
策
定
委
員
会
）

　

町
民
・
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
説
明
の
後
、
修

正
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

（
議
員
定
数
検
討
委
員
会
）

　

議
員
定
数
問
題
は
、
議
員
の
活
動
、
議
会
活
動
を

改
め
て
論
議
し
規
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
議
員

向
け
に
「
考
え
方
・
結
論
」
を
提
示
す
る
の
で
は
な

く
一
般
町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

第
３
回
　
６
月
11
日

● 

議
会
改
革
先
進
地
の
会
津
若
松
市
議
会
の
調
査
、

　

研
究
。

● 

議
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
報
告
。

ア
ン
ケ
ー
ト
分
析

　

集
計
結
果
か
ら
議
員
定
数
の
設
問
は
、
欠
員
２
名

の
16
名
の
状
態
で
、
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
量
が
増
え

た
こ
と
、
議
会
で
の
民
意
が
反
映
し
づ
ら
く
な
る
こ

と
を
懸
念
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

会
派
制
、
政
務
活
動
費
、
通
年
議
会
の
設
問
は
、

今
ま
さ
に
改
革
委
員
会
が
取
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
全
議
員
に
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
数
字
が
割
れ

た
の
だ
ろ
う
。

議会改革特別委員会
活動報告活動報告

「アンケート調査結果と分析」

倫
理
条
例
は
、
議
会
自
ら
作
っ
た
の
だ
か
ら
遵
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
時
代
の
流
れ
か
ら
緩
和

を
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
う
議
員
が
半
数
以
上
い

ま
し
た
。

第
４
回
　
８
月
５
日

町
民
へ
の
意
識
調
査
の
内
容
、
配
布
先
の
最
終
考

察
。
決
定
後
議
員
自
ら
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 　　

　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 　　

　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 　　　　 　　 　　 　　 　　 　　

② ①

水

石

幸

衛

２
期

誠

心

誠

意

経
済
活
性
化
。

学
校
の
安
全
で
学
べ
る
環
境
の
整
備
。

子
育
て
支
援
の
充
実
。
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真
の
地
方
分
権
が
進
捗
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
町
民
の

各
層
の
意
識
を
代
表
し
て
議
会
に
登
壇
し
て
く
る
議
員

の
責
任
も
、
ま
す
ま
す
重
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
を
行
政
に
伝
え
る
こ
と

か
ら
、
行
政
活
動
の
監
視
に
は
じ
ま
り
、
独
自
の
知
恵

を
結
集
し
た
政
策
立
案
な
ど
が
議
会
に
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
の
議
論
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
町
民
の

皆
さ
ま
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
お
尋
ね
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
６
割
を
超
え
る
皆
さ
ま
が

現
18
名
の
定
数
を
支
持
す
る
意
向
を
し
め
さ
れ
、
当
町

の
議
会
活
動
は
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
議
会
改
革
の
努
力
や
、
議
会
広
報
が
町
や
、
町
民

の
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
な
編
集
方
針
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
成
果
と

な
っ
て
現
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
そ
れ
ら
の
風
潮
を
先
取
り
し
、
議
員
の

政
治
家
と
し
て
の
専
門
性
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
も

視
野
に
、
政
務
活
動
費
な
ど
に
つ
い
て
も
タ
ブ
ー
と
す

る
こ
と
な
く
議
論
を
深
め
、
今
後
議
会
が
な
す
、
様
々

な
議
決
に
つ
い
て
主
権
者
で
あ
る
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら

し
っ
か
り
共
感
を
い
た
だ
き
、
将
来
の
町
の
姿
に
共
同

の
責
任
を
自
覚
し
て
い
た
だ
け
る
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る

ま
で
、
改
革
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

委
員
長　

松　

村　

康　

弘

第
５
回
　
９
月
30
日

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
内

容
の
分
析
、
検
証
を
し
ま
し
た
。

全
町
内
会
連
合
会
を
は
じ
め
と
し
て

58
団
体
に
配
布
し
ま
し
た
。

535
枚
配
布
し
、
回
収
359
枚
、　

67.1
％

の
回
収
率
で
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見

定
数
や
報
酬
に
つ
い
て
も
両
論
あ
り

ま
す
が
、
若
い
世
代
が
議
員
に
な
れ
る

よ
う
報
酬
を
上
げ
る
べ
き
と
の
意
見
が

複
数
あ
り
ま
し
た
。

「
議
員
一
人
ひ
と
り
の
活
動
が
見
え

な
い
、
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が

多
く
あ
り
、
議
会
と
し
て
は
各
議
員
が

情
報
発
信
に
努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

ま
た
有
権
者
と
し
て
、
特
に
投
票
し

た
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
注
視
し
、

報
告
を
求
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

② ①

２
期

広

壮

豪

宕こ
う 佐

野
弥
奈
美

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

自
然
災
害
に
も
強
い
町
、
若
い
人
が
大
勢
町
づ

く
り
に
参
加
、
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
が
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
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●
開
陽
小
学
校

　

①
閉
校
に
な
っ
た
後
の
池
の
安
全
対
策
。

　

②
構
内
道
路
の
冬
期
間
の
除
雪
を
町
か
道
で
で
き
な

　

い
か
。

●
中
標
津
小
学
校

　

①
壁
の
塗
装
が
ひ
ど
い
。
釧
路
方
面
か
ら
の
玄
関
口

　

で
も
あ
る
の
で
、
数
種
類
の
塗
料
を
試
す
と
か
、

　

剥
が
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
肌
に
す
る
選
択
も

　

あ
る
の
で
は
。

●
中
標
津
中
学
校

　

①
手
洗
い
と
水
飲
み
専
用
の
蛇
口
が
あ
り
水
飲
み
が

　

混
み
合
う
…
一
考
を
。

　

②
外
の
排
水
対
策
を
。

●
丸
山
小
学
校

　

①
夜
間
の
電
気
暖
房
が
切
れ
て
し
ま
う
、
何
か
対
策

　

を
。

　

②
視
聴
覚
室
の
廊
下
に
上
履
き
用
の
箱
の
設
置
を
。

●
計
根
別
中
学
校

　

①
新
校
舎
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

●
武
佐
小
中
学
校

　

①
屋
根
の
雪
が
原
因
の
す
が
漏
り
。

　

②
熊
の
出
没
が
多
い
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ド
ア

　

の
改
修
を
。

●
俵
橋
小
学
校

　

①
給
食
用
保
温
庫
が
老
朽
化
。

　

②
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ド
ア
の
改
修
を
。

●
東
小
学
校

　

①
網
戸
の
設
置
を
。

　

②
扇
風
機
を
設
置
し
た
が
、
夏
期
間
教
室
の
温
度
が

　

上
昇
す
る
。

　

③
ラ
ン
ド
セ
ル
ロ
ッ
カ
ー
の
収
納
改
善
を
。

●
広
陵
中
学
校

　

①
非
常
階
段
に
腐
食
あ
り
対
策
を
。

　

②
新
設
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
改
修
を
。

　

③
窓
サ
ッ
シ
に
網
戸
の
設
置
を
。

　

④
ト
イ
レ
の
換
気
扇
が
動
か
な
い
。

　
　

（
後
日
原
因
判
明
）

●
計
根
別
小
学
校

　

①
新
校
舎
の
建
設
の
た
め
、
生
徒
は
現
校
舎
を
大
事

　

に
し
て
い
る
。

●
西
竹
小
学
校

　

①
校
舎
の
屋
根
の
塗
装
を
。

●
そ
の
他

　

教
員
住
宅
周
辺
の
草
刈
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
が
、
入

居
し
て
い
る
教
員
自
ら
が
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ

し
い
。

三
年
目
に
な
る
千
葉
大
学
文
学
部
考
古
学

研
究
室
の
発
掘
調
査
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

遺
跡
は
カ
リ
カ
リ
ウ
ス
文
化
、
ト
ビ
ニ
タ

イ
文
化
の
各
々
の
２
つ
の
竪
穴
住
居
跡
で
あ

り
、
当
幌
川
河
岸
段
丘
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

発
掘
作
業
は
男
女
学
生
約
60
名
で
熱
心
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
調
査
結
果
等
は
、
町
民
対
象
の
報

告
会
で
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

特集 議会のうごき 平成24年改選後から
各委員会の動き

学
校
視
察

当
幌
川
遺
跡
二
次

　

発
掘
調
査
に
つ
い
て

（
主
な
要
望
を
掲
載
し
ま
す
）

当幌川遺跡発掘現場

② ①

鈴

木

克

弘

２
期

有

言

実

行

　

議
員
に
な
り
５
年
が
経
ち
皆
さ
ま
の
付
託
に
応

え
る
べ
く
日
々
努
力
し
て
い
る
毎
日
で
す
。
行
政

に
目
を
配
り
な
が
ら
、
ま
た
力
を
合
わ
せ
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
議
会
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
身
の
資
質
、
議
会
の
意
識
の

向
上
を
目
指
し
議
会
改
革
を
推
し
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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特
定
非
営
利
活
動
法
人｢

森
の
家｣

視
察

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

森
の
家｣

は
、
旧
根
室
振
興
局
耕
地

監
督
員
詰
所
の
物
件
を
、中
標
津
町
か
ら
貸
与
を
受
け
、

本
年
２
月
上
旬
に
新
施
設
に
移
転
を
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
を
終
了
し
て
、
施
設
の
玄
関
な
ど
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
な
り
、
障
が
い
者
施
設
へ
と
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
主
に
石
鹸
の
製
造
や
手
芸
品
・
木
製
品
な

ど
を
作
っ
て
お
り
、
こ
の
日
も
数
十
人
の
利
用
者
が
真

剣
な
眼
差
し
で
作
業
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

｢

森
の
家｣

で
は
、
一
般
就
労
へ
の
支
援
な
ど
も
進

め
て
い
ま
す
が
、
現
実
は
厳
し
く
就
労
先
が
決
ま
ら
な

か
っ
た
り
、
福
祉
施
設
へ
の
発
注
が
少
な
い
な
ど
、
利

用
者
へ
の
手
当
て
（
給
与
）
の
確
保
が
で
き
な
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

企
業
や
団
体
と
連
携
を
と
り
、
安
心
し
て
障
が
い
者

が
地
域
で
生
活
や
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

必
要
性
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

中
標
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

視
察
と
意
見
交
換
会

職
員
含
め
て
約
15
名
で
の
意
見
交
換
会
に
な
り
、
は

じ
め
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら
、
在
宅
介
護
者
が

集
え
る
サ
ロ
ン
の
地
域
福
祉
活
動
事
業
や
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
訪
問
入
浴
事
業
さ
ら
に
は
、
昨
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
成
年
後
見
人
制
度
事
業
な
ど
、

平
成
24
年
度
の
事
業
報
告
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、（
仮
称
）
総
合
体
育
館
建
設
に
伴
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
が
撤
去
さ
れ
る
と
の
質
問
に
は
、

健
康
増
進
の
観
点
か
ら
故
障
し
て
い
る
器
具
な
ど
更
新

を
し
て
い
く
と
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。（
１
台
更

新
）ま

た
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
か
ら
、
要
介
護
３

以
上
か
ら
の
入
所
に
限
定
す
る
方
針
に
つ
い
て
、
今
後

在
宅
介
護
の
増
加
や
介
護
費
や
医
療
費
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
サ
ロ
ン
や
予
病

厚 生 常 任 委 員 会厚 生 常 任 委 員 会

特集 議会のうごき 平成24年改選後から
各委員会の動き

視
察
レ
ポ
ー
ト

に
対
す
る
施
策
の
必
要
性
が
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
か
ら
は
、
訪
問
入
浴
事
業
の

ご
苦
労
や
離
職
者
が
高
い
原
因
と
し
て
、
収
入
が
低
い

こ
と
や
心
身
の
負
担
が
大
き
い
業
務
内
容
に
な
っ
て
い

る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
も
介
護
報
酬
の
見
直
し
と
、

業
務
量
や
難
易
度
に
応
じ
た
、
介
護
体
系
の
見
直
し
を

し
て
欲
し
い
と
の
強
い
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
後
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
が
あ
る
健

康
増
進
室
や
浴
室
な
ど
「
プ
ラ
ッ
ト
」
の
施
設
内
を
視

察
し
ま
し
た
。

最
後
に
訪
問
入
浴
な
ど
に
使
用
す
る
在
宅
福
祉
移
送

車
両
と
、
介
護
従
事
者
に
配
慮
し
た
軽
量
化
の
浴
槽
な

ど
も
視
察
し
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
方
針
で
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
各
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を
感

じ
ま
し
た
。

今
回
介
護
従
事
者
の
ご
苦
労
や
、
直
接
現
場
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
意
見
交
換
会
に
な
り
ま

し
た
。

総合福祉センター浴室

② ①

２
期

一

期

一

会 弾
正
原

　
正

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と
、
活
性
化
に

努
力
し
ま
す
。

　

現
在
建
設
中
、
今
後
建
設
予
定
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
充
分
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。

　

町
立
中
標
津
病
院
に
係
わ
る
諸
問
題
や
小
中
学

校
の
学
力
向
上
の
た
め
に
教
育
問
題
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
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産業建設常任委員会産業建設常任委員会

特集 議会のうごき 平成24年改選後から
各委員会の動き

一
般
社
団
法
人
な
か
し
べ
つ
観
光
協
会

委
員
長
よ
り
協
会
の
活
動
状
況
、
今
後
の
計
画
を
お

聞
き
し
、
ま
た
要
望
等
が
あ
れ
ば
当
委
員
会
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
挨
拶
。

板
野
観
光
協
会
長
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
送
客
に

よ
り
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
周
る
発
地
型
観
光
か
ら
、

個
人
・
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
が
旅
の
目
的
を
「
よ
り
明

確
に
」「
よ
り
深
く
」
追
求
し
何
度
も
足
を
運
ぶ
着
地

型
観
光
へ
と
移
行
す
る
な
か
、
協
会
と
し
て
体
験
・
滞

在
型
観
光
の
推
進
を
図
り
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
広
域

的
な
観
光
振
興
を
目
指
し
ま
す
と
挨
拶
。

「
目
に
見
え
る
北
方
領
土
」
を
テ
ー
マ
に
教
育
感
を

だ
し
た
修
学
旅
行
の
誘
致
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
活
用

し
た
観
光
創
出
事
業
の
説
明
を
受
け
、
委
員
会
か
ら
道

外
視
察
で
行
っ
た
尾
道
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業

（
映
画
や
ド
ラ
マ
の
支
援
に
よ
る
街
づ
く
り
）
を
説
明

し
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
要
望
と
し
て
、
観
光
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
早
期
建
設
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
合

宿
等
、
お
も
て
な
し
す
る
上
で
も
教
育
委
員
会
と
の
連

携
を
し
た
い
。

当
委
員
会
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
か
ら
早
急
に
取
り

組
む
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

計
根
別
農
業
協
同
組
合

西
塚
組
合
長
よ
り
私
達
は
農
業
に
対
し
て
、
根
室
管

内
の
農
業
の
中
心
で
あ
り
、
支
え
て
い
る
と
自
負
の
元

に
農
協
・
組
合
員
の
た
め
に
日
々
努
力
し
て
お
り
、
議

員
の
皆
さ
ま
に
は
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
を
し
ま
す
と
挨
拶
。

１
、
新
規
就
農
問
題
＝
別
海
研
修
セ
ン
タ
ー
を
１
市
４

町
で
運
営
し
、
後
継
者
対
策
と
し
て
一
丸
と
な
っ

て
利
用
し
や
す
い
方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
。

２
、
家
畜
伝
染
病
＝
現
在
助
成
等
対
応
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
上
限
が
あ
り
大
規
模
化

に
よ
り
枠
の
拡
大
を
お
願
い
し
た
い
。

３
、
鳥
じ
ゅ
う
対
策
＝
エ
ゾ
シ
カ
・
キ
ツ
ネ
・
カ
ラ
ス

な
ど
が
、
牛
舎
に
侵
入
し
て
仔
牛
・
餌
な
ど
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
の
で
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

４
、
臭
気
対
策
＝
臭
気
対
策
は
色
々
と
試
み
ま
し
た
が
、

資
材
コ
ス
ト
が
か
か
り
す
ぎ
行
政
の
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
農
協
だ
け
で
は
ど
う
す
る
事
も
で

き
ず
実
際
な
っ
た
時
に
は
行
政
に
も
地
域
産
業
を
守
る

支
援
と
ご
理
解
願
い
ま
す
。
当
委
員
会
と
し
て
も
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
６
回

　
　

全
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
開
陽
台
、
レ
ス
ト
ラ
ン
牧
舎
、

養
老
牛
温
泉
、
モ
ア
ン
山
、
西
別
岳
山
小
屋
、
そ
し
て

西
別
岳
山
頂
か
ら
摩
周
第
一
展
望
台
へ
と
続
く
尾
根
、

終
点
は
弟
子
屈
町
の
Ｊ
Ｒ
美
留
和
駅
ま
で
の
全
長
71.4
㎞

の
歩
く
道
を
、「
北
根
室
ラ
ン
チ
ウ
ェ
イ
」と
言
い「
フ
ッ

ト
パ
ス
」
と
は
違
う
ジ
ャ
ン
ル
で
す
。

北
海
道
で
は
初
め
て
の
全
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
フ
ォ

所
管
経
済
団
体
と
の
意
見
交
換
会

ー
ラ
ム
が
中
標
津

町
で
開
催
さ
れ
、

日
本
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
協
議
会
に
は

10
団
体
の
加
盟
が

あ
り
、
北
根
室
ラ

ン
チ
ウ
ェ
イ
も
昨

年
２
月
に
加
盟
。

日
本
で
初
め
て

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

を
始
め
た
「
信
越

ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ
」
の
木
村
氏
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
の
篠
崎
氏
ら
が
「
北
根
室
ラ
ン
チ

ウ
ェ
イ
」
の
景
観
に
、
国
内
有
数
の
酪
農
地
帯
と
雄
大

な
景
色
は
、
時
に
日
本
離
れ
し
て
い
て
海
外
に
も
売
り

込
め
そ
う
だ
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

な
か
し
べ
つ
観
光
協
会
は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
参
加
し
た
町
長
も
観
光
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
支

援
し
て
い
く
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

② ①

端
　

裕

子

２
期

知

足

安

分

　

町
民
の
意
見
を
議
会
に
反
映
す
る
の
が
議
員
の

役
割
で
す
。

　

今
回
厚
生
常
任
委
員
会
活
動
で
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
各
団
体
と
懇
談
を
通
し
、
情
報
交

換
や
、
現
場
の
意
見
を
聞
い
て
勉
強
を
重
ね
、
女

性
・
高
齢
者
・
子
ど
も
達
の
福
祉
の
向
上
に
向
け

議
員
活
動
の
糧
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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審
査
結
果

平
成
24
年
度
中
標
津
町
一
般
会
計
外
８

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
、
当
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
各
会
計
と
も
効
率
的
な
予
算
執

行
が
な
さ
れ
、
地
域
の
発
展
並
び
に
町
民

生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

し
か
し
、
各
会
計
の
審
査
過
程
に
お
い

て
は
研
究
・
検
討
す
べ
き
こ
と
、
更
に
個

別
に
改
善
や
創
意
工
夫
を
す
べ
き
事
項
も

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
留
意
し
て
今

後
の
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

歳
入
に
あ
っ
て
は
、

町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
、
納

期
回
数
の
増
加
や
コ
ン
ビ
ニ
納
税
、
滞

納
整
理
機
構
の
回
収
に
よ
り
収
納
率
が

向
上
し
て
い
る
事
は
評
価
に
値
し
ま

す
。ま

た
、
公
営
住
宅
使
用
料
、
学
校
給

　

食
費
、
保
育
料
に
つ
い
て
も
収
納
率
は

　

向
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

　

相
当
の
未
納
が
あ
る
こ
と
は
見
過
ご
せ

　

ま
せ
ん
。

町
民
負
担
の
公
平
性
と
財
源
確
保
に

向
け
収
納
率
の
向
上
に
一
層
の
努
力
を

望
み
ま
す
。

歳
出
に
あ
っ
て
は
、

１
．
町
立
保
育
園
の
運
営
管
理
経
費
の
総

額
が
お
よ
そ
１
億
３
千
万
円
な
の
に
対

し
、
民
営
の
泉
保
育
園
の
同
経
費
の
総

額
は
６
千
600
万
円
強
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

定
員
は
同
じ
90
名
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
立
保
育
園
の
運
営
に
は
再
考
の

余
地
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
創

意
工
夫
を
期
待
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
へ
き
地
保
育
所
運
営
管
理
経

費
に
つ
い
て
、
入
所
人
数
の
見
込
み
違

い
に
よ
る
不
用
額
が
出
て
い
ま
す
が
、

市
街
地
保
育
所
の
利
用
状
況
も
含
め
よ

り
詳
細
な
調
査
を
し
、
体
制
に
つ
い
て

先
ん
じ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

２
．
冬
期
に
お
け
る
除
雪
の
問
題
は
、
町

民
の
関
心
も
高
く
、
こ
の
た
め
に
苦
情

も
多
い
。

　
　

出
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
民
間
業
者
へ

　

の
指
導
、
排
雪
の
判
断
等
、
一
律
の
基

準
ど
お
り
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
経
験
に
頼
る
面
も
あ
る
の
で
難
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、最
大
限
の
努
力
、

工
夫
を
も
っ
て
町
民
の
期
待
に
応
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

３
．
道
路
維
持
補
修
経
費
及
び
街
路
維
持

補
修
経
費
に
お
け
る
部
分
舗
装
補
修
工

事
に
つ
い
て
、
特
に
今
季
の
路
面
状
況

の
悪
さ
か
ら
、
こ
の
部
分
の
工
事
費
の

　

増
額
等
も
含
め
、
今
後
に

　

お
い
て
も
研
究
さ
れ
た
い
。

以
上
、
留
意
点
を
指
摘
し
、

町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政

全
般
の
執
行
に
更
に
努
力
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
し
て
、
平

成
24
年
度
の
中
標
津
町
各
会

計
決
算
は
、
適
正
で
あ
る
と

認
定
し
ま
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

委
員
長　

熊
倉　

重
樹

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

審
査
月
日　

平
成
25
年
９
月
13
日
～
11
月
５
日
ま
で
の
６
日
間

決算審査特別委員会

防
災
行
政
無
線
の
設
置

　

今
年
３
月
中
標
津
町
で
猛
吹
雪
で
５
名
の
方
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
か
ら
人
的
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
。

公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
。

　

各
家
の
ト
イ
レ
が
洋
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
足

腰
の
弱
っ
た
お
年
寄
が
改
善
し
て
ほ
し
い
と
の
声
。

審査風景

② ①

２
期

転
ば
ぬ
先
の
杖 渡

邉

將

史
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平
成
17
年
９
月

ふ
ん
尿
臭
と
町
の

　

イ
メ
ー
ジ
の
対
応
研
究

空
港
周
辺
の
ふ
ん
尿
臭
に
対
し
、
中

標
津
農
協
は
、
ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
導
入
し
て
対
応
し
て
い
る
事
は

承
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ふ
ん
尿
の
堆
肥
化

無
臭
化
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
の
農
家
に

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
て
、
乳
質
改
善
の
よ

う
に
農
協
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

現
状
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
な
い

か
。本

町
の
観
光
を
考
え
る
時
に
も
酪
農

の
発
展
す
る
た
め
に
も
、
臭
気
問
題
は

避
け
て
通
れ
な
い
事
で
す
。

ふ
ん
尿
臭
気
対
策
と
し
て
、
ス
ラ

リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
導
入
し
て
直

接
地
中
に
ス
ラ
リ
ー
を
注
入
し
て
臭
気

低
減
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用

し
て
み
る
と
重
量
が
あ
っ
て
か
使
用
で

き
な
い
草
地
が
あ
る
の
で
、
同
型
の
軽

量
の
バ
ン
ド
ス
プ
レ
ッ
タ
ー
、
地
中
注

入
を
す
る
の
で
主
に
使
用
し
て
い
ま

す
。一

台
当
り
作
業
単
価
１
万
２
千
500
円
、

中
山
間
事
業
と
町
か
ら
の
助
成
を
受
け

て
い
ま
す
。

平
成
23
年
９
月

臭
気
・
ふ
ん
尿
に
対
す
る
取
組

過
去
５
回
の
臭
気
に
対
す
る
質
問
の

主
な
回
答
は
Ｅ
Ｍ
菌
・
曝
気
処
理
、
家

畜
糞
尿
対
策
会
議
の
設
置
等
々
の
活
用

で
あ
り
具
体
的
な
臭
気
根
絶
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

一
方
学
校
、
幼
稚
園
の
通
学
、
通
園

時
の
散
布
自
粛
は
守
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

道
内
で
は
、
エ
ア
ー
レ
ー
シ
ョ
ン
処

理
に
よ
り
畑
作
、
大
豆
な

ど
に
有
機
肥
料
と
し
て
還

元
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
当
町
で
も
対
策
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

　

臭
気
の
抑
制
方
法
に
つ
い
て
は
、
ス

ラ
リ
ー
の
散
布
機
械
を
従
来
機
種
か
ら

ス
ラ
リ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
バ
ン
ド

ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
に
変
え
る
こ
と
に
よ

り
、
あ
る
程
度
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
実

証
試
験
か
ら
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
一
自
治
体
や
一
農
家
で

解
決
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
処
理
施
設

整
備
費
の
国
庫
負
担
を
要
望
し
て
い
ま

す
が
、
助
成
制
度
は
確
立
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
簡
単
に
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
関
係

機
関
と
連
携
を
取
り
、
さ
ら
な
る
臭
気

の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

時
期
に
な
る
と
ふ
ん
尿
臭
が
市
街
地

や
空
港
周
辺
な
ど
地
域
全
体
に
漂
い
、

農
業
者
の
努
力
は
認
め
つ
つ
も
、
住
民

生
活
や
観
光
振
興
の
た
め
に
も
、
是
非

消
臭
し
た
い
。

既
に
道
内
で
は
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
が
家
畜
ふ
ん
尿
を
メ
タ
ン
ガ
ス
発
酵

さ
せ
臭
気
を
取
り
除
き
、
ガ
ス
は
発
電

利
用
し
消
化
液
は
牧
草
地
に
還
元
す
る

方
法
で
、
ふ
ん
尿
の
肥
料
効
果
も
向
上

す
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

国
が
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
の
買
い

取
り
価
格
を
増
額
し
た
こ
と
が
追
い
風

と
な
っ
て
お
り
、
当
町
で
も
導
入
に
向

け
調
査
段
階
に

入
っ
て
い
る
。

　

地
域
全
体
の

取
り
組
み
と
し

て
解
決
し
「
環

境
都
市
な
か
し

べ
つ
」
の
面
目

躍
如
と
な
る
こ

と
を
願
う
。

あの一般質問はどうなったあの一般質問はどうなった

こ
れ
ま
で
各
議
員
か
ら
多
種
多
様
の
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
ど
う
進
ん
で
、
ど
の
よ
う
に
町
政
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
内
容
の
一
部

を
抜
粋
し
て
、
結
果
・
進
捗
状
況
を
調
査
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
報
告
し
ま
す
。

家
畜
ふ
ん
尿
・
臭
気
対
策

質

問

質

問

答

弁

答

弁

そ
の
後

そ
の
後

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、

 

・
教
育
施
設
の
整
備
拡
充
及
び
就
学
援
助
制
度
の

　

充
実
化
を
は
か
る
た
め
の
活
動
。

 

・
高
齢
者
の
方
の
立
場
に
な
り
介
護
・
医
療
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実
化
を
は
か
る
た
め
の
活
動
。

バイオガスプラント

② ①

佐

藤

武

志

３
期

道
は
自
分
で
つ
く
る 

自
分
で
ひ
ら
く
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近
年
建
築
さ
れ
た
学
校
等
公
共
建
築

物
に
は
十
分
木
材
が
利
用
さ
れ
、（
特

に
内
装
材
と
し
て
）
建
設
予
定
の
仮
称

中
標
津
町
児
童
セ
ン
タ
ー
は
木
造
平
屋

建
て
な
ど
今
後
も
多
い
に
利
用
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。

り
ま
す
。

そ
の
後

　

救
急
救
護
体
制
の
向
上
を
目
的
に
町

民
が
24
時
間
利
用
可
能
と
な
る
コ
ン
ビ

ニ
へ
平
成
24
年
７
月
中
標
津
市
街
５

件
、
計
根
別
地
区
１
件
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

現
在
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
出

し
も
行
っ
て
お
り
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ま
た

多
く
の
人
が
集
ま
る
祭
事
な
ど
に
も
利

用
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
町
の
公
共
建
築
物
等
に
は
、
積
極
的

に
木
材
を
取
り
入
れ
温
も
り
の
あ
る
建

物
と
し
た
い
。
木
材
利
用
推
進
方
針
の

策
定
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と
協
議
・

検
討
し
ま
す
。

平
成
17
年
12
月

平
成
18
年
９
月

公
共
施
設
に
設
置
を

　

平
成
17
年
12
月
・
18
年
９
月
公
共
施

設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
で
き
る
だ
け
身
近
に
多

く
設
置
し
、
多
数
の
人
々
が
使
用
で
き

る
社
会
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

り
、
公
共
施
設
に
優
先
的
に
設
置
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

設
置
に
一
台
35
万
円
、
耐
用
年
数
７

年
、そ
の
他
消
耗
品
等
も
必
要
で
あ
り
、

予
算
措
置
も
必
要
に
な
る
が
そ
の
重
要

性
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、
体
制
整
備

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
よ
り
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
随
時
設
置
さ
れ
、
平
成
20
年
度
か

ら
３
年
間
か
け
て
全
小
中
学
校
に
配
置

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
９
月

24
時
間
体
制
を

　　

平
成
22
年
定
例
会
の
一

般
質
問
で
休
日
や
夜
間
で

も
町
民
が
24
時
間
使
用
で

き
る
よ
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

24
時
間
使
用
可
能
と
な

る
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
普
及
は

非
常
に
有
効
と
考
え
、
設

置
に
向
け
検
討
し
て
ま
い

平
成
15
年
12
月

地
場
木
材
の
積
極
的
利
用

　　

林
業
は
外
材
輸
入
に
翻
弄
さ
れ
構
造

的
不
況
に
あ
り
、
自
給
率
は
20
％
以

下
。
造
林
地
が
荒
廃
す
る
に
ま
か
さ
れ

て
お
り
、
住
宅
や
各
施
設
に
地
元
木
材

の
使
用
を
う
な
が
す
助
成
金
交
付
を
始

め
て
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
当
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

国
・
道
の
施
策
と
も
連
動
を
と
り
抜

本
的
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

平
成
22
年
10
月

公
共
建
築
物
の
木
材
利
用

　

道
が
整
備
す
る
公
共
建
築
物
に
お
け

る
地
域
材
利
用
基
準
並
び
に
、
木
材
利

用
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が

示
さ
れ
た
が
、
当
町
が
計
画
す
る
公
共

建
築
物
に
国
や
道
の
方
針
に
そ
っ
て
、

町
も
制
定
す
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考

え
は
い
か
が
か
。

あの一般質問はどうなった追跡… あの一般質問はどうなった追跡…

木
材
利
用

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
普
及

質

問

質

問

質

問

質

問

答

弁

答

弁

そ
の
後

そ
の
後

そ
の
後

答

弁

答

弁

　

平
成
16
年
に
議
席
を
い
た
だ
い
て
か
ら
丸
９
年
。

昨
年
の
選
挙
で
は
福
祉
の
充
実
を
重
点
に
ご
支
持

を
い
た
だ
き
、
し
か
し
国
の
政
策
の
福
祉
は
逆
の

方
向
に
動
き
、
地
方
自
治
体
に
福
祉
の
充
実
を
求

め
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
が
全
力
を
尽
し

た
い
。
８
月
以
来
体
調
を
崩
し
思
う
よ
う
に
活
動

で
き
ま
せ
ん
が
「
健
康
一
番
」
を
肝
に
銘
じ
頑
張

る
所
存
で
す
。

一
般
質
問
は
も
ち
ろ
ん
、

各
委
員
会
で
の
質
問
に
つ
い

て
私
た
ち
議
員
は
、
進
捗
状

況
を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

② ①

３
期

健

康

一

番 柴

野

忠

征
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議員研修

議員研修会
根室町村議会議長会主催

議員研修会
根室町村議会議長会主催

日時　平成２５年１０月１２日
会場　別海町マルチメディア館

　

昭
和
58
年
頃
の
選
挙
投
票
率
か

ら
見
て
、
最
近
は
ど
の
レ
ベ
ル
を

見
て
も
低
く
な
っ
て
来
て
お
り
、

候
補
や
有
権
者
の
ど
ち
ら
も
投
票

率
の
低
い
中
で
当
選
し
て
も
不
安

で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

有
権
者
も
自
分
達
の
生
活
を
変

え
た
い
の
で
あ
れ
ば
投
票
す
る
べ

き
で
あ
り
、
候
補
者
の
中
に
気
に

 

・
交
渉
参
加
ま
で
の
動
向

　

民
主
党
政
権
時
の
参
加
検

討
表
明
か
ら
現
安
倍
政
権
が

交
渉
参
加
す
る
ま
で
の
説
明
。

 

・
第
19
回
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
会
合

　

（
ブ
ル
ネ
イ
）

　

道
職
員
に
よ
る
情
報
収
集

で
は
、
総
論
と
し
て
決
ま
っ

入
っ
た
人
が
い
な
い
な
ど
の
理
由

で
も
、
選
挙
を
し
な
け
れ
ば
無
投

票
で
当
選
と
な
り
、
暮
し
や
す
い

社
会
は
ど
ん
ど
ん
と
遠
退
い
て
し

ま
う
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
無
投
票
な
ら
立
候
補
す

る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
論
外
で
あ
る
。

　

投
票
率
を
上
げ
る
に
は
、
広
報

紙
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
で
住
民
の
関
心
を

高
め
、
内
容
も
住
民
目
線
で
わ
か

た
こ
と
を
ひ
っ
く
り
返
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、

農
業
を
守
る
と
い
う
観
点
で
交

渉
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

交
渉
官
会
合
の
分
野
別
で
競

争
政
策
・
投
資
・
環
境
等
の
説

明
を
受
け
た
。

 

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
概
要

　

21
の
作
業
分
野
が
あ
り
、
そ

「
低
下
傾
向
に
あ
る
各
種
選
挙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
投
票
率
と
広
報
と
の
関
連
」

　
　
　
　
　
　
　
　

釧
路
新
聞
社
取
締
役
編
集
製
作
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　

口　

義　

彦　

氏

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
情
勢
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
根
室
振
興
局
地
域
政
策
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑　

名　

真　

人　

氏

り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
記
事
を

作
り
、言
葉
の
解
説
を
つ
け
る
な
ど
、

広
報
紙
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の
盲
点

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

選
挙
は
有
権
者
の
意
志
を
引
き
継

ぐ
も
の
で
あ
り
、
投
票
率
が
低
く
て

も
、
行
使
で
き
る
選
挙
は
す
る
べ
き

で
あ
る
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
の
質
問
で
、
出
口
調
査

は
色
々
な
選
挙
で
さ
れ
ま
す
が
そ
の

効
果
は
あ
る
か
ど
う
か
と
言
う
事
に

対
し
、期
日
前
と
当
日
の
数
字
に
は
、

結
果
と
し
て
大
差
は
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

（
上
原 

房
子 

議
員
）

れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
（
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
中
小
企

業
も
海
外
で
活
躍
し
や
す
く
な
る
）デ
メ
リ
ッ
ト（
農

業
の
衰
退
や
自
給
率
の
低
下
、
質
の
悪
い
食
品
・
医

師
・
弁
護
士
な
ど
が
流
入
す
る
）
の
説
明
を
う
け
た
。

 

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
係
る
道
の
体
制

　

平
成
24
年
に
北
海
道
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
連
絡
会
議
を
設

置
、
そ
れ
以
降
国
に
６
回
の
要
請
活
動
を
実
施
。
交

渉
の
動
向
を
積
極
的
に
収
集
す
る
た
め
東
京
事
務
所

に
２
名
、
政
策
局
に
１
名
増
員
し
て
体
制
を
強
化
し

ま
し
た
。

質　

疑

　

情
報
の
開
示
を
素
早
く
的
確
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

弁

　

国
か
ら
流
れ
る
情
報
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
道
と

し
て
自
ら
の
情
報
の
た
め
人
員
を
増
や
し
体
制
を
強

化
し
ま
し
た
の
で
い
ち
早
く
情
報
を
開
示
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
鈴
木 

克
弘 

議
員
）

期
間
中
に
取
り
組
み
た
い
活
動

　

暴
風
雪
・
暴
風
雨
の
対
応
、
全
災
害
の
対
応
等

　

に
つ
い
て
。

今
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

　

町
内
西
２
条
橋
の
通
行
止
め
架
け
替
え
な
ど
に

　

つ
い
て
。

② ①

吉

田

貫

一

３
期

話
さ
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い



19

東
京
・
札
幌
中
標
津
会

研修会・中標津会

10
月
22
日
、「
根
室
市
市
民
の
森
」「
春
国

岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」

で
38
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
根
室
市
市
民
の
森
」
は
森
林
に
親
し
み
、

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、
緑
化
思
想

の
高
揚
を
図
る
な
ど
住
民
参
加
型
の
学
習
林

を
目
ざ
し
、
北
海
道
・
根
室
市
の
事
業
費
約

４
億
５
千
万
円
で
平
成
20
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

総
面
積
は
天
然
林
８
・
04 

ha
を
含
み
37
・

42 

ha
で
す
。
植
樹
面
積
は
15
・
12 

ha
で
、
北

海
道
が
22
種
、
根
室
市
が
32
種
、
団
体
が
４

種
植
樹
し
て
お
り
累
計
本
数
は
１
万
１
千
663

本
で
す
。付
帯
施
設
と
し
て
作
業
小
屋
２
棟
、

平
成
25
年
度

根
室
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
推
進
議
員
連
盟
協
議
会
研
修
会

平
成
25
年
度

根
室
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
推
進
議
員
連
盟
協
議
会
研
修
会

　

高
齢
者
福
祉
（
特
に
地
域
交
流
）
と
子
育
て
支

援
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

町
内
会
館
の
建
設
と
今
後
の
利
活
用
の
検
討
。

　

地
域
交
流
の
継
続
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、通
学
路
の
歩
道
整
備
や「
こ

ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
な
ど
を
提
案
。

　

里
親
と
し
て
７
歳
女
児
（
１
才
か
ら
）
の
子
育

て
を
実
践
。

東
京
・
札
幌
中
標
津
会

　

東
京
中
標
津
会
は
、
11
月
23
日
、

94
名
の
出
席
者
の
も
と
市
ケ
谷
で
行

な
わ
れ
、会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、

ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
意
見

交
換
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

札
幌
中
標
津
会
は
11
月
30
日
に
芸

文
館
で
開
催
さ
れ
76
名
の
方
が
出
席
、

ふ
る
さ
と
中
標
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
、

提
言
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
か
ら
、
東
京
中
標
津
会
に
５

名
、
札
幌
中
標
津
会
に
５
名
が
出
席

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

（
後
藤 

一
男 

議
員
）

ど
の
市
民
と
協
動
の
森
づ
く
り
の
活
動
が
今
後
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
春
国
岱
」
は
風
蓮
湖
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
隔
て
る
長
さ
約
８
㎞
最
大
幅
1.3
㎞

の
巨
大
な
砂
丘
に
貴
重
な
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
純
林
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
野
鳥
の
宝

庫
で
も
あ
り
、
256
種
が
確
認
さ
れ
て
全
国
の
40
％
に
あ
た
り
、
平
成
17
年
に
「
風

蓮
湖
・
春
国
岱
」
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

根
室
市
は
、
風
蓮
湖
・
春
国
岱
の
貴
重
な
自
然
環
境
を
保
持
し
、
自
然
保
護
思

想
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
平
成
７
年
度
「
根
室
市
春
国
岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
自
然
観
察
な
ど
各
種
事
業
や
鳥
類
、
地
形
、
風
倒

木
の
調
査
を
実
施
し
、
環
境
教
育
を
通
じ
、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
藤 

武
志 

議
員
）

バ
イ
オ
ト
イ
レ
１
棟
が
あ
り
ま
す
。

野
鳥
や
自
然
観
察
が
楽
し
め
る
憩
い
の
森
、
植
樹
祭
及
び
団
体
な
ど
に
植
樹
な

根室市市民の森

ネイチャーセンター

「ふるさと」を合唱

② ①

４
期

決

断

と

行

動 熊

倉

重

樹
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議
会
形
式
で
中
学
生
の
質
問
に
町
長
・
教

育
長
が
答
弁
す
る
「
中
学
生
議
会
」
が
11
月

25
日
、
初
の
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
中
学
生
議
会
」の
趣
旨
は
、
本
町
の
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
日
常
生
活
で
の
体

験
や
将
来
へ
の
希
望
、
ま
た
、
身
近
な
問
題
や
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
考
え
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、社
会
に
参
加
す
る
意
識
を
育
む
と
と
も
に
、

町
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
要
望
や
提
案
な
ど
を

今
後
の
町
政
運
営
の
参
考
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

緊
張
感
あ
ふ
れ
た
議
員
の
自
己
紹
介
、
町
理
事

者
た
ち
の
自
己
紹
介
、町
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

町
政
に
対
す
る
質
問
が
行
わ
れ
た
。

議
員
は
男
女
各
５
人
の
計
10
人
、
議
長
は
計
根

別
中
の
土
井
上
さ
ん
、
副
議
長
は
武
佐
中
の
小
沼

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
町
の
道
路
・
森
林
管

理
・
町
の
公
園
・
野
生
動
物
・
計
根
別
小
学
校
・

町
の
自
然
と
環
境
・
環
境
と
ま
ち
づ
く
り
・
町
の

Ｈ
Ｐ
・
町
の
医
療
に
つ
い
て
で
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
道
路
の
舗
装
、
除
雪
体
制
、
チ

ナ
ナ
川
近
く
の
風
倒
木
、近
隣
公
園
の
時
計
設
置
、

遊
具
の
設
置
、
ク
マ
・
シ
カ
等
の
捕
獲
や
駆
除
、

計
根
別
小
の
利
活
用
、
ゴ
ミ
と
清
掃
活
動
、
中
標

津
町
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
条
例
、
わ
か
り
や
す

い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、町
立
病
院
と
地
域
医
療
な
ど
、

日
常
疑
問
や
不
便
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に

質
問
、
ま
た
１
名
が
再
質
問
を
し
ま
し
た
。

町
長
・
教
育
長
も
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
答
弁

し
て
い
ま
し
た
。

10
名
の
議
員
の
発
言
内
容
・
態
度
は
真
摯
で
、

こ
れ
か
ら
の
中
標
津
を
背
負
っ
て
く
れ
る
も
の
と

確
信
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
大
変
有
意
義
な
「
中

学
生
議
会
」
で
し
た
。

（
佐
藤 

武
志 

議
員
）

「
中
学
生
議
会
」
を
傍
聴
し
て

中学 生議 会

中標津町
中学生議会

中標津町
中学生議会

「
中
学
生
議
会
」
を
傍
聴
し
て

　

医
師
確
保
が
厳
し
い
状
況
、
安
易
な
救
急
外
来
を

利
用
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
は
急
患
の
措
置
の
遅

れ
や
、
医
療
現
場
の
疲
弊
を
招
く
こ
と
か
ら
町
立
病

院
の
役
割
を
理
解
し
適
切
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
受
診
を
減
少
す
る
為
に
も
町
民
一
人
一

人
の
体
力
増
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
、
ま
ず
は
身
近

な
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
健
康
な
体
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

② ①

飯

島

佐

市

４
期

七
転
び
八
起
き
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意見書

見意 書
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の

積
極
的
な
展
開
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者　

熊
倉　

重
樹　

議
員

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保
全
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

を
図
り
山
村
地
域
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、

森
林
・
林
業
を
国
家
戦
略
と
位
置
づ
け
て
、国
の
「
森

林
林
業
基
本
計
画
」
等
に
基
づ
き
、
森
林
施
業
の
集

約
化
、
路
綱
の
整
備
、
人
材
の
育
成
等
を
積
極
的
に

進
め
る
と
と
も
に
、
国
産
材
の
利
用
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
促
進
す
る
な
ど
、
森
林

資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
森
林
・
林
業
の
再
生
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
地
に
お
い
て
本
格
的
な
復

興
を
早
急
に
図
る
た
め
、
復
興
に
必
要
な
木
材
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

よ
っ
て
国
に
お
い
て
、
前
記
の
こ
と
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
す
る
。

利
用
者
本
位
の
持
続
可
能
な

介
護
保
険
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

端　
　

裕
子　

議
員

一
、
要
支
援
者
を
「
新
し
い
総
合
事
業
」
に
移
行
す

る
こ
と
は
、
社
会
保
険
の
基
本
的
な
制
度
で
あ
る

個
人
給
付
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
も
の
で
、
給
付

水
準
や
負
担
額
の
格
差
が
自
治
体
の
財
政
力
な
ど

に
よ
っ
て
今
ま
で
以
上
に
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
に
懸
念
が
あ
る

た
め
、
現
行
の
予
防
給
付
を
維
持
す
る
こ
と
。

二
、
予
防
給
付
は
、
介
護
の
重
度
化
防
止
の
観
点
で

有
効
で
あ
り
、
自
立
支
援
効
果
の
期
待
で
き
る
予

防
給
付
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
強
化
す
る
こ
と
。

三
、一
定
所
得
以
上
者
の
介
護
保
険
利
用
料
２
割
負

担
は
、引
き
上
げ
で
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
の
で
、

基
準
設
定
に
つ
い
て
、
長
期
的
・
継
続
的
負
担
と

な
る
こ
と
を
考
慮
し
た
所
得
要
件
と
す
る
こ
と
。

四
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
補
足
給
付
の

支
給
要
件
に
資
産
を
追
加
す
る
時
、
実
態
を
把
握

し
、
資
産
捕
捉
の
確
実
性
・
公
平
性
の
確
保
、
さ

ら
に
は
保
険
者
の
事
務
負
担
を
十
分
考
慮
す
る
こ

と
。

五
、
介
護
人
材
の
確
保
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
の
基
礎
的
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
介
護
労
働
者
を
安
定
的
に
確
保
す
る

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
、
処
遇
改
善
及
び

人
材
育
成
・
確
保
へ
の
財
政
措
置
を
含
め
た
施
策

を
講
じ
る
こ
と
。

六
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
に
、
24
時
間
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
や
小
規
模
多
機
能

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
検
証
し
、
改
定
・
改
善
策
を

進
め
る
こ
と
。

２
０
１
４
年
度
地
方
財
政
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

瀬
波　

秀
人　

議
員

一
、
社
会
保
障
分
野
の
充
実
、
農
林
水
産
業
の
再
興
、

環
境
対
策
な
ど
の
増
大
す
る
地
域
の
財
政
需
要
を

的
確
に
把
握
し
、
地
方
財
政
計
画
、
地
方
交
付
税

総
額
の
実
質
的
な
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

二
、
地
域
に
お
け
る
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
歳
出
特
別
枠
に
つ
い
て

減
額
を
行
わ
な
い
こ
と
。
あ
わ
せ
て
臨
時
的
経
費

か
ら
経
常
的
な
経
費
へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
。

三
、２
０
１
４
年
度
の
地
方
財
政
に
お
い
て
も
巨
額

　

輝
け
生
命
達
！
地
球
上
の
自
治
体
に
は
あ
ら
ゆ

る
生
命
達
の
未
来
を
輝
か
せ
る
為
に
力
を
尽
く
す

使
命
が
あ
り
ま
す
。
地
球
の
丸
く
見
え
る
町
も
青

い
地
平
線
を
多
く
の
人
達
に
眺
め
て
も
ら
っ
て
地

球
の
為
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
も
ら
う
場
を
提

供
で
き
ま
す
。
努
力
!!

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
枠
の
加
算

に
つ
い
て
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
法
定
率
の
引
上
げ
な

ど
抜
本
的
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

四
、
合
併
特
例
法
に
よ
る
市
町
村
合
併
の
算
定
特
例
の
段

階
的
終
了
を
踏
ま
え
、
新
た
な
財
政
需
要
の
把
握
に
つ

い
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

五
、２
０
１
３
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
地
方
公

務
員
給
与
費
が
国
の
臨
時
特
例
措
置
に
準
ず
る
と
し
て

削
減
さ
れ
た
が
、
２
０
１
４
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

減
額
し
た
給
与
関
係
経
費
等
に
係
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
。

六
、
地
方
交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
「
行
革
努
力
」、「
地

域
経
済
活
性
化
の
成
果
」
に
応
じ
た
算
定
方
式
の
導
入

や
２
０
１
３
年
度
の
給
与
削
減
要
請
へ
の
対
応
状
況
に

対
す
る
財
政
的
制
裁
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
厳
に

慎
む
こ
と
。

七
、
地
方
法
人
特
別
税
、
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
の
見
直

し
や
自
動
車
取
得
税
廃
止
に
伴
う
代
替
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
。

② ①

６
期

強
く
な
け
れ
ば
　
生
き
て
い
け
な
い
。

優
し
く
な
け
れ
ば
　
生
き
て
ゆ
く
値
が
な
い
。

松

村

康

弘
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厚 生 常 任 委 員 会
再生可能エネルギーの利活用

町 税 ・ 防 災 に つ い て

休
会
中
の
委
員
会
で
12
月
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
の
で
主
な
も
の
を

報
告
致
し
ま
す
。

（
町
民
生
活
部
）

 

・
地
熱
開
発
理
解
促
進
関
連
事

業第
６
期
総
合
発
展
計
画
に

は
、
具
体
的
に
は
の
っ
て
は
い

な
い
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
活
用
を
計
っ
て
い
く
上
で

デ
ー
タ
作
り
は
必
要
。

 

・
太
陽
光
外
設
置
調
査
設
計
委

託北
海
道
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
事
業
補
助
金
を
利
用

し
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
蓄
電
池

付
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
利
用

給
湯
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
緊

急
時
に
対
応
。

 

・
児
童
館
建
設
に
つ
い
て

　

無
落
雪
で
建
設
。

雨
水
・
雪
ど
け
水
な
ど
の
排

水
の
対
策
は
十
分
に
で
き
て
い

る
の
か
質
問
に
は
、
所
管
で
管

理
を
し
っ
か
り
行
な
っ
て
い
く

と
の
答
弁
。（

後
藤 

一
男 

議
員
）

（
総
務
部
）

 

・
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て

25
年
度
の
月
例
給
・
ボ
ー
ナ
ス
と
も
に
調
査
し
た
民
間
平
均
値
と
格
差
が

少
な
く
、
改
定
し
な
い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

 

・
町
税
に
つ
い
て

町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ
税
・
都
市
計
画
税
・
入

湯
税
の
９
月
末
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
項
目

に
つ
き
前
年
よ
り
収
納
額
が
上
回
り
、
対
前
年
比
2.33
％
増
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ

収
納
や
郵
便
局
納
付
の
取
扱
等
納
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
口
座

振
替
納
付
の
加
入
促
進
の
取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 

・
平
成
26
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

本
町
の
財
政
に
お
い
て
、
町
税
は
若
干
の
増
収
。
地
方
交
付
税
は
徴
減
と

考
え
ら
れ
る
。
26
年
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、本
町
の
基
本
方
針
の「
第

６
期
総
合
発
展
計
画
」
と
の
整
合
性
に
十
分
留
意
し
、
産
業
・
観
光
・
環
境
・

教
育
・
医
療
・
福
祉
の
政
策
課
題
に
取
り
組
み
、
発
展
計
画
の
「
基
本
目
標
」

の
推
進
に
努
め
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

 

・
防
災
に
つ
い
て

町
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を
26
年
３
月
末
ま
で
進
め
ま
す
。
計
画
は
「
減

災
」
の
考
え
方
を
基
本
に
道
地
域
防
災
計
画
の
内
容
に
準
じ
た
改
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

暴
風
雪
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
対
応
検
討
会
の
構
成
機
関
、
具
体
的
な
対

策
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
立
ち
上
げ
ら
れ
た
町
暴
風
雪
災
害
対
応
本
部
の
構
成

機
関
、
立
ち
往
生
車
両
の
救
助
体
制
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
吹
雪
発
生
予
測

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
事
業
の
概
要
、
今
後
の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
た
。

次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

（
質
問
）
養
老
牛
地
域
の
避
難
所
は
会
館
を
使
用
す
る
の
か
。

（
答
弁
）
釧
路
建
設
管
理
部
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
コ

　
　

 

ン
ビ
ニ
な
ど
に
も
お
願
い
し
ま
す
。

（
質
問
）
カ
ー
ナ
ビ
に
避
難
所
等
の
住
所
を
登
録
し
て
は
。

（
答
弁
）
振
興
局
と
も
相
談
し
て
対
応
し
て
行
き
た
い
。（

佐
藤 

武
志 
議
員
）

議会には３つの常任委員会があります。定例会から次の定例会が開催される
間を「閉会中」といい、各常任委員会はこの間を活用し、所管する事項とそ
の他案件の調査をしています。主な調査事項を報告します。

総務文教常任委員会

常任委員会
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産業建設常任委員会

建設工事進捗状況現地調査
（
建
設
水
道
部
）

 

・
平
成
25
年
度
建
設
工
事
の
発
注
状
況
は
、

全
体
で
95.5
％
発
注
済
み

 

・
進
捗
状
況
は
、
旭
第
２
団
地
５
・
６
号
棟

を
視
察
し
ま
し
た
。
進
捗
率
55
％
、
外
壁
下

地
、
サ
ッ
シ
取
付
、
屋
上
防
水
施
工
中
、
概

ね
工
程
よ
り
10
日
遅
れ
で
し
た
。　
　
　
　

　
　

 
・
中
標
津
都
市
計
画
（
用
途
地
域
）
見
直
し

に
つ
い
て

　

10
月
初
旬
に
用
途
地
域
見
直
し
の
た
め
の

住
民
・
企
業
向
け
説
明
会
を
開
催
し
、
ま
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
し
ま
し

た
。

　

意
見
の
中
に
東
13
条
南
環
状
線
「
第
２
種

中
高
層
住
居
専
用
地
域
」
を
「
準
工
業
地
域
」

へ
の
変
更
に
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た

が
、
国
道
２
７
２
号
の
有
す
る
機
能
及
び
整

備
状
況
等
を
勘
案
し
、「
準
工
業
地
域
」
に

指
定
を
予
定
し
て
い
る
む
ね
の
説
明
を
受
け

た
。

 

・
第
６
期
中
標
津
町
道
路
整
備
５
ヵ
年
計
画

策
定
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
の
５
ヵ
年
を
全

て
の
町
内
会
、
連
合
会
、
協
議
会
へ
要
望
調

査
を
し
、路
線
ご
と
に
点
数
付
け
を
行
い（
重

要
性
、
緊
急
性
、
地
域
性
等
）
点
数
の
高
い

路
線
か
ら
選
択
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
経
済
部
）

 

・
空
港
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

25
年
度
上
半
期
は
、
札
幌
・
東
京
便
合
わ

せ
て
昨
年
よ
り
３
千
900
人
増
の
搭
乗
数
。

　

空
港
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
一

人
１
万
円
の
補
助
、
定
員
500
人
で
11
月
１
日

か
ら
来
年
３
月
15
日
出
発
分
ま
で
の
日
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

・
作
況
状
況
に
つ
い
て

　

11
月
７
日
現
在
牧
草
・
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
は
平
年
並
み
、
て
ん
菜
・
大
根
・

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
病
気
が
発
生
し
、
例
年
を

多
少
下
回
る
程
度
で
推
移
し
、
生
乳
生
産
量

は
、
昨
年
の
猛
暑
、
長
雨
に
よ
る
乳
房
炎
が

発
生
し
前
年
を
1.5
％
下
回
り
ま
し
た
。

 

・
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
捕
獲
頭
数
は
、

１
千
110
頭
、
有
効
活
用
は
134
頭
、
肉
数
量
は

１
７
４
７
．
４
㎏
で
し
た
。

（
質
問
）

　

シ
カ
肉
加
工
場
ト
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ア
の
存
続

の
件
に
つ
い
て
説
明
が
ほ
し
い
。

（
答
弁
）

　

関
連
会
社
の
倒
産
に
よ
り
経
営
は
悪
化
、

在
庫
処
分
で
動
い
て
い
た
が
10
月
30
日
を

も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
斜
里

町
に
あ
る
㈱

知
床
エ
ゾ
シ

カ
フ
ァ
ー
ム

に
囲
い
わ
な

の
シ
カ
は
お

願
い
し
て
い

く
つ
も
り
で

す
。

活動レポート

　

町
（
地
域
）
に
住
み
つ
づ
け
る
に
は
そ
こ
に
産

業
が
あ
り
、
働
く
場
所
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
達
が
こ
の
町
に
止
ま
り
家
庭
を
持
ち
、

子
ど
も
を
産
み
、
育
ん
で
い
く
こ
と
が
、
地
域
に

と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
思
い
や
り
、
子
ど
も

達
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
住
み
つ
づ
け
て
い
け
る
町

づ
く
り
を
、
産
業
を
通
し
て
築
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
意
向
が
充
分
に
反
映
さ
れ
る
議

会
運
営
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

・
報
告
１

　

台
風
18
号
の
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

　

郊
外
22
路
線
の
主
に
法
面
の
被
災
箇
所
の
修
復
に
970
万
円
を

支
出
し
ま
し
た
。

 

・
報
告
２

　

西
２
条
橋
通
行
規
制
の
状
況
に
つ
い
て

　

11
月
６
日
通
行
止
め
に
し
ま
し
た
が
地
域
住
民
か
ら
の
苦
情

も
な
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

 

・
そ
の
他

　

丸
山
公
園
整
備
事
業
（
新
体
育
館
敷
地
造
成
工
事
）
に
つ
い

て
　

新
体
育
館
建
設
予
定
地
の
脆
弱
な
地
盤
に
２
．
８
ｍ
の
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
盛
土
を
し
て
固
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
鈴
木 

克
弘 

議
員
）

② ①

３
期

自

主

自

立 後

藤

一

男

旭第２団地の現場視察
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議会だよりに対するご意見をお寄せ下さい。
〒086-1197　北海道標津郡中標津町丸山２丁目22番地

中標津町役場　　　

TEL（0153）73-3111　FAX（0153）73-5333
〈議会事務局にご連絡を〉

　　　・ホームページは　http://www.nakashibetsu.jp
　　　・メールは　　　　nakasi-t@aurens.or.jp

発行／北海道中標津町議会　編集／議会広報特別委員会

平成25年10月から12月までの活動報告
月 日 行 事 出席者 月 日 行 事 出席者

10月１日
３日

７日
８日

12日

15日
16日

17日
18日

22日

29日
11月１日

２日

５日
６日

８日
10日

12日

16日

18日

19日

議会広報特別委員会
議会広報特別委員会
議会だより 100 号記念特集打ち
合せ
厚生常任委員会
公明党山口那津男代表と北方領
土返還運動関係者との懇談会

（根室市）
根室町村議会議員研修会（別海
町）
決算審査特別委員会
台北駐日経済文化代表處札幌分
處長表敬訪問
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
決算審査特別委員会
議会だより 100 号記念特集打ち
合せ
根室地方森林・林業・林産業活
性化推進議員連盟協議会研修会

（根室市）
議会改革特別委員会
厚生常任委員会
開陽小学校閉校式典・想い出を
語る会
決算審査特別委員会
中標津丸ごと給食

産業建設常任委員会
自由民主党北海道第七選挙区支
部根室管内移動政調会
連合北海道中標津地区連合会要
請活動
町村議会議長全国大会（東京都）
自由民主党・政務調査会「領土
に関する特命委員会」による北
方領土視察に伴う研修会（根室
市）
総務文教常任委員会
北海道議会北方領土対策特別委
員会道内調査に係る意見交換会
等（羅臼町）
議会改革特別委員会
根室農業大賞表彰式・祝賀会

全 委 員
全 委 員
担 当 議 員

欠 席 １ 名
副 議 長

議長他 11 名

欠 席 １ 名
議 長

欠 席 １ 名
欠 席 １ 名
正副委員長
担 当 議 員

林 活 会 長
他 1 0 名

全 委 員
全 委 員
議 長

欠 席 １ 名
正副議長・総務文教常
任正副委員長・産業
建設常任正副委員長
全 委 員
議 長

副 議 長

議 長
副 議 長

全 委 員
議 長

全 委 員
議 長

11月20日

23日

25日
26日

30日

12月１日

２日

４日
５日
６日

９日

10日

11日
12日

13日

16日

17日

18日
25日

「要支援者に対する介護予防給
付の継続」と「利用者負担増の
中止」について意見書採択を求
める陳情
議会だより 100 号記念特集打ち
合せ
東京中標津会総会・懇談会（東
京都）
総務文教常任委員会
釧路根室地方森林・林業・林産
業活性化を促進するための連絡
会議役員会（釧路市）
札幌中標津会総会・懇談会（札
幌市）
北方領土返還要求アピール行進
（東京都）
北方領土返還要求中央アピール
行動「政府要請」（東京都）
議会運営委員会
計根別同志会会員懇話会
中標津町外２町葬斎組合、根室
北部消防事務組合、根室北部廃
棄物処理広域連合、根室北部衛
生組合　各議会定例会
文化とスポーツのつどい
総務文教常任委員会
厚生常任委員会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
12 月定例会本会議（１日目）
三合同常任委員会
厚生常任委員会
産業建設常任委員会
総務文教常任委員会
議会運営委員会
議会だより 100 号記念特集打ち
合せ
12 月定例会本会議（２日目）
全員協議会
酪農対策に関する中央要望（東
京都）
参議院沖縄及び北方問題に関す
る特別委員会との懇談・要望会
議会広報特別委員会
議会広報特別委員会
中標津消防団歳末警戒
根室町村議会議長会臨時総会

副 議 長

担 当 議 員

正 副 議 長

全 委 員
林 活 会 長・
事 務 局 長

副 議 長・
総務文教常任委員長
議 長

議 長

全 委 員
副 議 長
関 係 議 員

副 議 長
全 委 員
全 委 員
全 委 員
全 委 員
欠 席 １ 名
欠 席 １ 名
全 委 員
全 委 員
欠 席 １ 名
全 委 員
欠 席 １ 名

欠 席 １ 名
欠 席 １ 名
副 議 長

議 長

欠 席 １ 名
全 委 員
議 長
正 副 議 長

　議場には傍聴席（定員30人）があり、先着順に議会傍聴

できます。傍聴者には参考資料を配布して、議会の取り

組みが理解できるよう対応しています。また12月定例会

より車いす用スペースを確保しましたので一人でも多く

の方々に傍聴していただきたくご案内します。

議会からのお知らせ

「議会を傍聴してみませんか」「議会を傍聴してみませんか」「議会を傍聴してみませんか」
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

　
鈴

　
木

　
克

　
弘

　
２
０
０
０
年
の
地
方
分
権
一
括
法
施
行
以
来
、
議
会
の
役
割
と
責

任
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
し
て
活
動

で
き
る
よ
う
に
、
議
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
町
政
の
課
題
に
向
き
合

っ
て
い
き
ま
す
。

　
議
場
・
委
員
会
等
に
お
け
る
議
論
と
議
決
に
至
っ
た
過
程
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
引
き
続
き
議
会
広
報
紙
と
し
て
の
使

命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
１
０
０
号
を
機
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
紙
面
の
充
実
に
努
め
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
研
鑽
を
積
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
支

援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


	議会だよりP01
	議会だよりP02
	議会だよりP03
	議会だよりP04
	議会だよりP05
	議会だよりP06
	議会だよりP07
	議会だよりP08
	議会だよりP09
	議会だよりP10
	議会だよりP11
	議会だよりP12
	議会だよりP13
	議会だよりP14
	議会だよりP15
	議会だよりP16
	議会だよりP17
	議会だよりP18
	議会だよりP19
	議会だよりP20
	議会だよりP21
	議会だよりP22
	議会だよりP23
	議会だよりP24

